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科学的な全人解析 
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「未病」の状態を科学する新しい学問 

 
           

「トータルボディダイナミクス（仮称）」 
～科学的な全人解析～ 

 
 



病気 健康 未病 

健康 

科学的な全人解析のための新たなアプローチ 

スタティクスアプローチ（静的手法） 

 個別の生体データを捕捉、疾病ごとの診断基準等に基づき、個々の病
気の予防・治療につなげる。 

 常に変化する生体内の状態を動

的に捕捉・解析し、生体全体の最
適化につなげていく。 

ダイナミクスアプローチ（動的手法） 
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健康 病気 

スタティクスアプローチ（静的手法） 



現在 
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病気 健康 未病 

システム的・相互作用的・ダイナミックに変化 

「科学的な全人解析」における自然科学的アプローチ 

個
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が
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過去 将来 
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先
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＜心の健康＞ 

＜身体の健康＞ 

消化器系 

代謝系 
など 

免疫系 氣 
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科学的な全人解析 

「個別化 治未病」 

個々人の未病の状況を 
どう「見える化」するか 

遺伝的要因 

環境的要因 

疾病の状況 

これまでの病歴 これまでの生活歴 

生活の状況 
（食・運動・睡眠） 

こころの状態 

など 

1人1人の個別的

な未病の状況を
踏まえ「治未病」
対策を実施 

年齢（老化） 

体質 

主観的な側面 
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